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１
担
い
手
の
営
農
定
着
、
経
営
発
展
へ
の
支
援
強
化

２
農
業
を
支
え
る
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保

３
ス
マ
ー
ト
農
業
・
デ
ー
タ
活
用
型
農
業
の
推
進

13
中
山
間
地
域
を

守
り
育
て
る
対
策

・
就
農
相
談
、
経
営
発
展
に
向
け
た
機
械
導
入
支
援
な
ど
総
合
的
な
就
農
サ
ポ
ー
ト
強
化

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
集
落
営
農
の
体
制
強
化
の
支
援

・
花
き
生
産
の
担
い
手
育
成
拠
点
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

・
農
福
連
携
モ
デ
ル
の
創
出
に
向
け
た
作
業
環
境
整
備
・
流
通
販
売
の
支
援

・
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
等
へ
の
支
援
、
外
国
人
な
ど
の
人
材
確
保
・
定
着
支
援

・
農
大
畜
産
エ
リ
ア
の
再
編
整
備
、
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
育
環
境
の
充
実

Ⅱ
安
心
で
身
近
な
「
ぎ
ふ
の
食
」
づ
く
り

Ⅳ
地
域
資
源
を
活
か
し
た
農
村
づ
く
り

Ⅰ
ぎ
ふ
農
業
・
農
村
を
支
え
る
人
材
育
成

Ⅲ
ぎ
ふ
農
畜
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開

・
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
拠
点
の
機
能
強
化
、
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
へ
の
転
換
支
援

・
農
業
Ｄ
Ｘ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
検
討
開
始
、
デ
ー
タ
活
用
型
農
業
の
実
証

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
米
や
柿
な
ど
の
品
質
管
理
等
技
術
の
開
発

ぎ
ふ
農
業
・農
村
基
本
計
画
（
R

3
－

R
7
）

「清
流
の
国
ぎ
ふ
」の
未
来
を
支
え
る
農
業
・農
村
づ
く
り
～
安
全
・安
心
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
食
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
て
～

計
画
の
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
施
策
を
推
進

【
中
山
間
地
域
を
守
る
多
様
な
人
材
・
主
体
づ
く
り
】

４
地
産
地
消
県
民
運
動
の
展
開
と
安
心
・
信
頼
を
届
け
る
農
畜
水
産
物
づ
く
り

・
地
産
地
消
応
援
団
の
圏
域
別
大
会
や
飲
食
･小

売
店
舗
で
の
地
産
地
消
フ
ェ
ア
の
開
催

・
清
流
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
動
画
作
成
な
ど
の
支
援
強
化

・
規
格
外
農
産
物
等
の
活
用
促
進
に
向
け
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
等
の
支
援

５
家
畜
伝
染
病
に
対
応
で
き
る
畜
産
産
地
づ
く
り

・
養
豚
農
場
の
再
開
と
更
な
る
飼
養
衛
生
管
理
強
化
の
推
進

・
飛
騨
家
保
に
お
け
る
緊
急
を
要
す
る
病
性
鑑
定
の
開
始
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強
化

・
効
果
的
な
経
口
ワ
ク
チ
ン
散
布
実
証
な
ど
、
野
生
い
の
し
し
対
策
の
推
進

６
水
田
農
業
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
と
食
を
支
え
る
生
産
基
盤
の
整
備

・
米
価
下
落
等
に
対
応
で
き
る
経
営
力
強
化
に
向
け
た
施
設
整
備
等
の
支
援

・
農
地
の
大
区
画
化
、
水
田
の
乾
田
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
農
業
用
水
路
の
点
検
等
の
実
証

７
輸
出
の
拡
大
と
大
都
市
圏
の
需
要
喚
起
に
向
け
た
販
売
促
進
強
化

・
オ
ン
ラ
イ
ン
産
地
招
聘
等
に
よ
る
輸
出
拡
大
、
ハ
ラ
ー
ル
飛
騨
牛
の
販
路
開
拓

・
東
京

20
2
0大

会
の
成
果
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
た
販
路
拡
大

・
「

G
I
FT
S
 P
R
EM
I
UM
」
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
再
構
築
な
ど
に
よ
る
魅
力
発
信
の
強
化

８
飛
騨
牛
な
ど
売
れ
る
畜
産
物
を
支
え
る
生
産
体
制
の
強
化

・
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
に
お
け
る
日
本
一
奪
還
に
向
け
た
取
組
み
推
進

・
家
畜
の
導
入
や
畜
舎
な
ど
生
産
施
設
、
主
要
乳
業
工
場
の
冷
蔵
施
設
整
備
へ
の
支
援

９
主
要
園
芸
産
地
の
生
産
体
制
強
化
及
び
新
た
な
需
要
開
拓

・
産
学
金
官
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
花
き
の
需
要
拡
大
、
花
飾
り
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

・
い
ち
ご
産
地
の
育
苗
分
業
化
実
証
、
夏
だ
い
こ
ん
産
地
の
集
出
荷
施
設
整
備
の
支
援

・
高
温
な
ど
気
候
変
動
に
適
応
し
た
米
、
野
菜
、
果
樹
等
の
栽
培
管
理
技
術
等
の
開
発

10
 
災
害
に
強
い
農
村
づ
く
り
、
鳥
獣
害
対
策
等
の
推
進

・
農
業
用
た
め
池
の
耐
震
・
豪
雨
対
策
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
実
証

・
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
カ
ワ
ウ
の
追
い
払
い
・
捕
獲
等
の
対
策
強
化

・
多
面
的
機
能
支
払
制
度
等
に
よ
る
遊
休
農
地
化
の
防
止
活
動
支
援

11
 
世
界
農
業
遺
産
「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
の
持
続
的
な
発
展

・
遊
漁
者
確
保
に
向
け
た
電
子
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
導
入
や
レ
ン
タ
ル
釣
具
事
業
等
の
支
援

・
国
際
学
会
で
の
事
例
発
表
、
海
外
研
修
生
の
受
入
れ
等
、
世
界
農
業
遺
産
の
価
値
発
信

・
養
殖
業
の
効
率
化
の
た
め
の
機
器
導
入
や
給
食
食
材
と
し
て
の
鮎
等
の
活
用
支
援

12
 
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
農
村
の
活
性
化

・
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
や
週
末
田
舎
人
プ
ラ
ン
の
販
売
等
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み
強
化

・
野
生
い
の
し
し
の
ジ
ビ
エ
利
用
再
開
に
向
け
た
支
援
、
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
の
開
催

【
中
山
間
地
域
の
条
件
・
特
性
等
に
対
応
し
た
農
業
の
展
開
】

・
集
落
営
農
の
労
働
環
境
整
備
の
支
援
、
ス
マ
ー
ト
機
器
の
共
同
利
用
促
進

・
棚
田
地
域
振
興
に
向
け
た
「
棚
田
応
援
隊
」
の
本
格
運
用

・
有
機
農
業
の
取
組
み
拡
大
モ
デ
ル
づ
く
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
米
づ
く
り

・
中
山
間
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
基
盤
整
備
、
生
活
環
境
の
整
備

計
画
の
４
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
施
策
を
推
進

１
令
和
４
年
度

農
政
部
の
基
本
方
針

―87―
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－92－ 

 

 

 

 

 

 
 

家畜伝染病に対応できる畜産産地づくり 

 
１ 事 業 費  ６８５，６５１（前年度 ５４２，５３０） 

【財源内訳】     【主な使途】 
          国庫   280,625     補助金       83,959 
          県債    98,100   委託料        377,181 
                   使用料及び手数料  52,396     公有財産購入費 112,228 
                   一般財源 254,530  
 

２ 背景・事業目的 

高病原性鳥インフルエンザや豚熱、アフリカ豚熱等の家畜伝染病に備
え、農場の飼養衛生管理の更なる強化を図るとともに、県の家畜防疫体制
を充実・強化する。 
また、野生いのししを介した豚熱ウイルスの拡散防止を図るため、捕獲や

経口ワクチン散布といった野生いのしし対策を推進する。 
 

３ 事業概要 

（１）農場の飼養衛生管理の強化（3,559 千円） 

・ 「ＣＳＦ対策・養豚業再生支援センター」を中心に、各農場に応じた           
飼養衛生管理対策（研修、養豚専門獣医師の派遣など）を実施する。 

 

（２）家畜防疫体制の充実・強化（240,481 千円） 

・ 飛騨家畜保健衛生所での緊急を要する病性鑑定を開始するとともに、
新たに、防疫資材の備蓄拠点を整備する。 

・ 豚熱の発生を未然に防止するため、従来の家畜防疫員によるワクチン
接種に加え、新たに知事認定獣医師による接種も実施する。 

・ 防疫措置の埋却以外の代替方法として、移動式焼却炉による演習を実
施し、その検証を行う。 

 

（３）野生いのしし対策の推進（441,611 千円） 

・ 生息数調査を踏まえた地域別捕獲目標に基づき、調査捕獲、市町村が
行う有害捕獲及び狩猟による捕獲を推進する。 

・ 野生いのししへの経口ワクチン散布を効果的かつ効率的に実施するた
め、経口ワクチン摂食率向上のための調査や実証を実施する。 

 
 
 

 

所 属 農政部家畜防疫対策課 

係 名 防疫企画係 

防疫推進係、防疫指導係 

捕獲調査係、経口ワクチン対策係 

内線 2879 

2879、2886 

3883、2909 

（款）６農林水産業費 （項）２畜産業費 （目）(3)家畜保健衛生費 

（明細書事業名）○家畜伝染病予防費 家畜伝染病予防事業費 ほか 

新 

新 

新 
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－99－ 

 
 
 

地域の魅力を活かした農村の活性化 
＜ふるさと農村活性化対策基金事業＞ 

 

１ 事 業 費   １２４，６９０（前年度 ６０，９９４） 
            【財源内訳】        【主な使途】 

            国庫     84,879     補助金 76,400 
繰入金    23,500     委託料 40,547 
一般財源  16,311 

２ 背景・事業目的 
関係人口の拡大による農村地域の活性化を図るため、農村地域の豊か

な自然や棚田、ジビエ等の地域資源を活用した農村ワーケーション等に
よる都市農村交流を推進する。 

３ 事 業 概 要 

（１） 農村ワーケーション等の取組み強化 (45,378 千円)  

＜一部ふるさと農村活性化対策基金事業＞ 
・ セミオーダー型プラン、「週末田舎人(農村活動に参加)」プランのモ
デル実施等、農村地域のワーケーションの取組みを促進する。 

・ 「ぎふの田舎応援隊」の活動地域を拡大するため、マッチングコー
ディネーターを派遣し、受入地域の体制を整備する。 

 

（２） ジビエ利用再開に向けた支援等 (79,312 千円)  

・ 野生いのししのジビエ利用再開に向け、ジビエ事業者が実施する豚
熱ウイルスの拡散防止に資する施設改修等を支援する。 

・ ジビエの魅力発信や販路拡大を図るため、県内をはじめ首都圏にお
いてジビエフェアを開催する。 

 

 

所 属 農政部家畜防疫対策課 農政部農村振興課 

係 名 捕獲調査係 内線 3883 農村企画係 内線 3174 

（款）６農林水産業費 （項）４農地費 （目）(10)農地事業諸費 

（明細書事業名）○ふるさと農村活性化対策事業費 ふるさと農村活性化対策運営費ほか 

（款）６農林水産業費 （項）１農業費 （目）(3)農山村振興費 

（明細書事業名）○鳥獣害防止対策費 鳥獣害防止対策費 

新 

新 
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